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対 戦 ：  天 候 ：

No

ＧＫ １２ 石井　幹人

１３ 堀　大貴 １ ー １

３ 加賀山泰毅 ０ ー 2

１５ 浅見　貫太 時間 No 氏名 時間 No 氏名

１０ 安西　亜蘭 ８

８ 瀬川　泰樹

１４ 金城Ｊ俊樹

９ 草野　侑己

６ 宇野　能功

７ 浜田　力

４ 遠藤　渚

１１ 吉永　大志

２ 安食　和希

時間 No 氏名
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試 合 記 録

ポラリス ３５分×２

（日） 泉パークタウン

ベガルタ仙台 晴れ　２０度

位置 No 氏名
交代 シャツ パンツ ソックス ユニフォームカラー シャツ パンツ ソックス

時間 白 白 白 ＦＰ 黄色 青 白

ミドリ ミドリ ミドリ ＧＫ 赤 赤 赤

ＤＦ

ＪＦＡアカデミー福島
Ｕ１４ １ ３ ベガルタ仙台

前25 瀬川　泰樹 前12

ＭＦ

後7

後21

ＦＷ

警告・退場

種類

Ｓｕｂ．

遠藤 浜田 宇野

金城

草野 瀬川

安西 堀 浅見 加賀山

石井

前半 自分たちのリズムが作れずボールを失ってしまう。そんな中DFの

クリアミスから失点。すぐに追いつくために、個人プレーに走ってしまい

さらにリズムを崩す。しかし、その後、自陣内でブロックをしっかり創るこ

とで相手にスペースを封じ、意図的にボールを奪い速攻で同点に追い

つく。このあたりから攻守にわたってアカデミーがペースをつかんだ。そ

の後も安易に高い位置から獲いに行くのではなく組織をしっかり整えて

前半を終えた。後半も両サイドバック、センターバックが攻撃参加し、何

度も相手ゴール前にボールを運ぶ。しかし、攻撃が終った瞬間のこちら

のブロック位置があいまいになったところを相手も見逃さずロングボー

ルを入れてくる。DFラインが下げられ、中盤が戻ることを忘れ、その間

のスペースに先に相手MFが走りこみ難なくゴール前までボールを運び

得点につなげていった。やはりコンパクトブロックを一瞬でも怠り、なお

かつプレッシャーをかける位置を躊躇してしまうと痛い目を見るという良

い学習機会になった。
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